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2023年 5月 2日 

各  位 

会 社 名 加 藤 産 業 株 式 会 社

代 表 者 名 代表取締役社長  加  藤  和  弥

コード番号 ９８６９（東証プライム）

問 合 せ 先 取締役管理本部長 次 家 成 典

電 話 番 号 0 7 9 8 - 3 3 - 7 6 5 0 

第2四半期累計期間及び通期の業績予想並びに 

配当予想の修正に関するお知らせ 

 当社は、以下のとおり、最近の業績の動向等を踏まえ、2022 年 11 月 14 日に公表いたしました 2023 年  

9 月期（2022 年 10 月 1 日～2023 年 9 月 30 日）の第 2 四半期累計期間及び通期の業績予想並びに配当予想

を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

１． 2023年 9月期第 2四半期累計業績予想数値の修正 

（１）連結業績 

営業収益 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）  530,000 7,200 8,050 5,050 150.18 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 544,530 8,870 9,800 6,420 190.93 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 14,530 1,670 1,750 1,370 － 

増 減 率 （ ％ ） 2.7 23.2 21.7 27.1 － 

（ご参考） 

前 期 第 2 四 半 期 実 績 

（2022 年 9 月期第 2 四半期） 

515,143 7,023 8,066 5,258 151.76 

（２）個別業績 

営業収益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）  328,000 6,650 4,600 136.80 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 334,430 7,810 5,730 170.41 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 6,430 1,160 1,130 － 

増 減 率 （ ％ ） 2.0 17.4 24.6 － 

（ご参考） 

前 期 第 2 四 半 期 実 績 

（2022 年 9 月期第 2 四半期） 
325,186 7,017 5,004 144.42 
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２．2023年 9月期通期業績予想数値の修正 

（１）連結業績 

 

営業収益 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）   1,067,000 13,700 15,400 9,900 294.42 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 1,080,000 15,300 17,000 11,300 336.06 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 13,000 1,600 1,600 1,400 － 

増 減 率 （ ％ ） 1.2 11.7 10.4 14.1 － 

（ご参考） 

前 期 実 績 

（ 2 0 2 2 年 9 月 期 ） 
1,035,664 13,413 15,387 11,276 329.95 

（２）個別業績 

 

営業収益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）   658,000 12,650 8,700 258.73 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 664,000 13,700 9,850 292.94 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 6,000 1,050 1,150 － 

増 減 率 （ ％ ） 0.9 8.3 13.2 － 

（ご参考） 

前 期 実 績 

（ 2 0 2 2 年 9 月 期 ） 
650,921 13,126 10,417 304.81 

 

３． 業績予想修正の理由 

（１）第 2四半期累計期間 

 2023 年 9 月期の第 2 四半期累計期間につきましては、コロナ禍での活動制限が解除されたことによって 

当社グループの主力である家庭内消費に関連する需要に一服感が見られ、加えて、食品をはじめとした幅広い

商品やサービスの値上げによって生活者の節約志向が強まっております。一方で、売上単価の上昇や当社  

グループの酒類流通事業での外食需要の回復及び海外事業でのコロナ禍からの経済活動や市場の回復もあり、 

営業収益は堅調に推移しております。 

 利益面につきましては、営業収益の増加による営業総利益の確保と共に、想定以上のコストコントロールが

寄与して営業利益及び経常利益は予想を上回る見通しとなりました。 

さらに、当第 2 四半期連結会計期間において、特別利益として投資有価証券売却益を計上する予定にして

いることもあり、親会社株主に帰属する四半期純利益は前回予想を大幅に上回る見込みとなりました。 
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（２）通期 

 2023 年 9 月期の通期につきましては、今後の経済や消費の動向、コストの状況が不透明であるため、第 3

四半期以降の想定は前回予想を踏まえて修正しております。なお、今後 今回修正の業績予想に大きな変動が

見込まれる場合には、その内容について開示いたします。 

 

４．2023年 9月期（2022年 10月 1日～2023年 9月 30日）の１株当たり配当予想の修正 

（１）修正の内容 

 1株当たり配当金 

第 2四半期末 期 末 合 計 

前 回 予 想 

（2022年11月14日） 

43円 

 

46円 

（特別配当 3円） 

89円 

（特別配当 3円） 

今 回 修 正 予 想 
47円 

 

50円 

（特別配当 3円） 

97円 

（特別配当 3円） 

前 期 実 績 

（2022年 9月期） 

38円 

 

 

45円 

（特別配当 3円） 

（記念配当 4円） 

83円 

（特別配当 3円） 

（記念配当 4円） 

 

（２）修正の理由 

 当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要政策と認識し、収益力の向上と財務体質の強化を図り   

ながら、安定的かつ業績に見合う適正な配当を維持することを基本方針としております。 

 当社の 2023年 9月期の業績につきましては、上記１及び２の通り、第 2四半期累計期間及び通期の利益が

前回予想を大幅に上回る見込みであることに加えて、直近の財務状況等を総合的に勘案した結果、2023 年  

9月期の配当予想（第 2四半期末・期末）を前回予想から修正することといたしました。 

 これにより、当期における第 2四半期末配当金は前回予想に対し１株当たり 4円増配の 47円、期末配当金

は１株当たり 4円増配の 50円（特別配当 3円）、年間配当金は１株当たり 8円増配の 97円（特別配当 3円）

となる予定です。 

 

 

 

 

以  上 

本資料における業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、 

実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 




